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 第 40 回 山形県放射線技師学術大会 併催される 
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第 40 回 山形県放射線技師学術大会を終えて 
実行委員長  伊東 一 

 第 40 回山形県放射線技師学術大会を村山地区が担当することになり、天

童市の天童温泉「滝の湯ホテル」で開催しました。県内各地から総数 180
名の会員と賛助会員の方々にご参加を頂き無事終了する事が出来ました（

加人数の内訳は庄内・最上地区 35 名、置賜地区 18 名、賛助会員 31 名、村

山地区 93 名、名誉会員 3 名）。実行委員を代表して厚く感謝申し上げます。

 大会を振

参

 
り返ってみますと、特別講演には朝日新聞社の山形総局長の斉藤

題と昨年同様に多く集まり、内容もかなり密度が濃く、実行委員

一

もらいました。

も多数の皆さんにお集まりいただき、各部屋とも一杯になり、盛況

たりとした気分でと思いましたが、

ど

ご

 
  特別講演の斉藤 悦也 先生               実行委員の皆さん 

悦也先生より「不思議の国の政治取材」と題し、お話をしていただきました。

私たちが当然行くことのできないような国に斉藤先生が実際に取材に行か

れ、中東（イラク等）、カンボジア、北朝鮮、ペル－等の国をスライドを交

えながら貴重な体験話を拝聴し、私たちも貴重な体験をさせてもらい感激し

たところです。先生には益々のご活躍を期待し、早く山形の生活になじんで

もらえればと思います。 
研究発表については、演題数も 29
同ほっとしました。また、演題を寄せられた施設においては多忙な日常業務の傍ら、演題提出にはあ

らためて感謝申し上げます。次回開催におかれましても演題提出にはよろしくお願いします。又、座長

の皆様にも活発な質疑応答で会を盛り上げていただきあらためて感謝申し上げます。 
 懇親会は、100 名ほどの参加がありました。今回は例年と違い名誉会員の紹介をさせて

懇親会の場では、なかなかお会いすることもなく初めてお会いする会員もおり大いに盛り上がり親交を

深められたと思います。余興については会長自ら壇上に登られパフォーマンスを披露されより以上盛り

上げてもらい感謝申し上げます。 
 また、夜のミ－ティングについて

なミ－ティングになりました。実行委員一同感謝申し上げます。 
今回は例年と少し趣向を変え一日目の会場を畳にしました。ゆっ

うでしたでしょうか。慣れないので疲れませんでしたか。夜のミ－ティングにも実行委員一同いつも

以上に力を入れたつもりですが、ご理解してもらえましたでしょうか。又、この大会の閉会についても

出来るだけ早い時間に家に帰れるように企画してみました。全体を通してどうだったのでしょうか。 
最後に今回の大会に実行委員協力委員として大会運営に当たられた会員の皆様、また物心両面に渡り

協力いただきました賛助会員の皆様に対してこの場をお借りして厚く御礼申し上げます。 
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 研究発表者  
Ⅰ 治療                 Ⅱ RI-1 

Ⅲ 乳房撮影 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

Ⅳ MRI-1                  Ⅴ 管理 

Ⅵ CT            Ⅶ 撮影 

Ⅷ RI-2 

Ⅸ MRI-2 
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